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ファイルの読取りからXML
文書の処理まで、日々の

コーディング作業はしばしば
定型処理に煩わされます。こ
うした定型処理をわずか数行
のコードで簡単に記述できれ
ば、アプリケーション固有の
より重要な処理に労力を集中
できるようになります。 
本記事では多言語開発の
視点から、各種 Java 仮想マ
シン（JVM）言語を用いた定
型処理の簡潔で洗練された
実現方法を探究します。 
注：本記事で紹介するサン
プルのソース・コードはこち
らからダウンロードできます。

多言語エコシステムの活用
JVMプラットフォームはここ
数年で相当数の強力な言語
を利用できるようになり、そ
の可能性は大きく広がってい
ます。多くの開発者が JVM
上でのプログラミングに複数
の言語を利用し始めていま

す。さまざまな言語の技法や
ソリューションを学んで適用
することに関心を示し、意欲
的に、そして熱意を持って取
り組む開発者が日々増えてい
ます。
各種 JVM言語の違いは、
単に構文が異なるというだけ
ではありません。それぞれの
言語に、定型処理を容易に、
あるいはほとんど意識せずに
実行できるようにするような、
独自の機能や強力なプログラ
ミング構造、特殊なライブラ
リが備わっています。たとえ
ば、Groovy のメタプログラ
ミング機能や、Scala の XML
を第一級オブジェクトとして
処理する機能は重宝するで
しょう。また、以前の Javaで
は面倒だった一部の処理も、
最新の Java SE 8リリースで
は扱いやすくなっています。
本記事では、以下の処理
をGroovy、Scala、Java SE 8
で実現する方法を確認してい

きます。
■■ ファイルの迅速な読取り
（Groovy、Scala）
■■ プロセスの容易な起動
（Groovy）
■■ 値の結合（Java SE 8）
■■ 継承ではなく委譲の利用
（Groovy）
■■ パターン・マッチングの実
行（Scala）

■■ XML の容易な解析
（Groovy）
■■ XML 文書の生成（Groovy）
■■ 操作内容の分かりやすい
コードの作成（Groovy）

■■ 深い再帰処理（Scala）
■■ リソースの確実なクリーン
アップ（Java SE 8）
本記事で示す各言語のサ
ンプルを実際に試す場合は、
お使いのシステムにその言語
の最新バージョンをインス
トールし、PATH 環境変数を
適切に設定してください。

ファイルの迅速な読取り

（Groovy、Scala）
まずは、Javaで小さなファイ
ルの内容をすべて読み取る
ために必要な作業を見てい
きます。
リスト1では、最初に
BufferedReaderクラスを使用
して /etc/networksファイル
を開きます（この /etc/
networks を、お使いのシス
テムでの有効なファイル名に
置き換えてください）。次に、
ループ処理で各行の内容を
StringBuilder に連結します。
このコードは 2つの理由で煩
雑になっています。第 1に
BufferedReader に便利なメ
ソッドがないため、第 2に
チェック例外を処理する必要
があるためです。Java 8 の場
合は BufferedReader の
lines() メソッドを利用するこ
とで多少は簡潔になります
が、チェック例外による煩雑
さは解消されません。
一方、GroovyとScalaでは、

各種JVM言語による10種類の定型処理
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比較的小さなファイルの内容全体
を、1行のコードで簡単に読み取
ることができます。まず、Groovy
の例を確認します。
リスト2の File は、JDK の java.
io パッケージに属する見慣れたク
ラスですが、Groovyでは
getText() メソッドの追加により拡
張されています。この getText() メ
ソッドには、textプロパティを使用
してアクセスできます。さらに、
Groovy にはチェック例外がないた
め、例外処理は必須ではありませ
ん（処理しない例外はすべて、
Javaでの未チェック例外と同じよう
に伝播します）。
リスト2のコードを実行するため
には、コマンドラインで以下のコ
マンドを入力します（readFile.
groovy は、この Groovyコードを
保存したファイルです）。

ファイル名の誤入力に備え、必
要であればこのコードを try-catch
ブロックで囲み、「ファイルが見つ
からない」などの例外を処理でき
ます。別のファイルの内容を取得
する場合は、コンストラクタ引数の
/etc/networks をそのファイル名に
置き換えます。
次に、Scala での同様のコードを
確認します。リスト3では、Source
クラスの fromFile() メソッドが、指
定したファイルのすべての内容を
読み取って1つのイテレータを返
し、mkStringメソッドが複数の行

を1つの文字列に連結します。ま
た、mkString を使用せずに反復
処理で各行を取得して1行ずつ処
理することもできます。
リスト3のコードを実行するため
には、コマンドラインで以下のコ
マンドを入力します（readFile.
scala は、この Scalaコードを保存
したファイルです）。

プロセスの容易な起動 
（Groovy）
筆者が担当したとあるプロジェクト
では、Groovy の便利なメソッドを
いくつか利用することで、外部プロ
グラムを起動し操作する50 行の
コードを、わずか 3行の Groovy
コードに置き換えることができまし
た。
前項で、Groovyでは Fileクラス
が拡張され、便利なメソッドが追
加されていることを確認しました。
同様に、Groovyでは java.lang.
Processクラスにも外部プロセスを
容易に起動できる便利なメソッド
が追加されています。 
外部プログラムを呼び出す例を
確認します。出力を短く抑えるた
めに、git を呼び出してバージョン
番号だけを取得します。リスト4に
コードを示します。
外部プロセスを実行するために
は、実行するコマンドの文字列を
まず作成します（この例では git 
version）。次に、その文字列の
execute() メソッド（java.lang.
Stringクラスに対するGroovy 独自

の拡張メソッド）を呼び出します。
これにより、java.lang.Process イン
スタンスが返されます。このインス
タンスの getText() メソッドを（text
プロパティを用いて）呼び出すと、
起動したプログラムの標準出力が
返されます。
このプログラムを実行するため
には、プログラムを callGit.groovy
というファイルに保存して、コマン
ドラインで以下のコマンドを入力し

ます。

このコードの出力は以下のよう
になります。

この例では、標準出力の内容を
出力しただけですが、さらに詳細

groovy readFile.groovy

scala readFile.scala

groovy callGit.groovy

git version 1.9.2

すべてのリストのテキストをダウンロード

//Java
import java.io.*;

public class ReadFile {
  public static void main(String[] args) {
    try {
      BufferedReader reader = new BufferedReader(
                                                         new FileReader("/etc/networks"));

      StringBuilder fileContent = new StringBuilder();
      String line;
      while((line = reader.readLine()) != null) {
        fileContent.append(String.format("%s%n", line));
      }

      //use fileContent for something practical here... 
      System.out.println(fileContent); 
    } catch(FileNotFoundException ex) {
      System.out.println(ex.getMessage());
    } catch(IOException ex) {
      System.out.println(ex.getMessage());
    }
  }
}

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4 
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に外部プロセスを操作する場合
は、execute() メソッドの結果への
参照を保持しておくことで、標準入
力や標準エラーと関連付けること
ができます。

値の結合（Java SE 8）
ここでは、名前のリストに基づい
てカンマ区切り形式で値を出力す
るために必要な作業を確認します
（リスト5）。
以下のように、リスト5のコード
をコマンドラインからコンパイルし
て実行します。

このコードの出力は以下のよう
になります。

この出力はまだ望んだ形式では
ありません。名前はカンマで区切
られてはいますが、角括弧を取り
除く必要があります。リスト6のコー
ドを利用して再度試してみます。こ
のコードでは、Java SE 5 の for-
each 文を使用して値をループ処理
し、カンマで連結して出力してい
ます。この出力は以下のようになり
ます。

角括弧を取り除くことはできまし
たが、最後に余分なカンマがあり
ます。単純な処理ですが、簡単に
はいかないようです。今度は、そ
の末尾のカンマを取り除きます（リ

スト7）。
この出力は以下のようになりま
す。

うまく行きましたね。しかし、こ
うした試行を繰り返した結果、最
終的に他人に堂 と々見せられない
コードになった経験は誰しもある
でしょう。単純な処理がなぜこれ
ほどまで難しくなるのかと疑問に思
うものです。
幸いにも、この処理方法は Java 
SE 8 で変わりました。Stringクラ
スに新たに追加された joinメソッ
ドにより、この種の問題が解消さ
れます。リスト8では、この新しい
メソッドを利用しています。
joinメソッドを呼び出すだけで、
リスト内の要素を連結して1つの
文字列が作成されます。プリミティ
ブ型の使用に固執した冗長なバー
ジョンから、簡潔に目的を示した
宣言的なバージョンへと移行した
のです。要素のリストに対して何ら
かの操作を実行した後に結果を連
結する場合は、Collectors ユーティ
リティ・クラスのjoiningメソッドを、
Streamインタフェースの collectメ
ソッドとともに利用できます。
Java SE 8 では、こうした開発を
容易にする便利なメソッドが、新
たに JDK のクラスやインタフェー
スに多数追加されています。少し
時間をとってJDKのクラスやインタ
フェースを再確認し、Java SE 8 の
新機能を調査することをお勧めし
ます。

委譲の利用（Groovy）
継承は、あるクラスのインスタンス
を基底クラスのインスタンスの代わ
りに利用できるという、代替性の
観点では非常に有用な機能です。
ただし、代替性よりもクラスの再
利用を優先する場合は、継承より
も委譲の方が適しています。
それでも、Javaでは委譲よりも
継承が多く利用される傾向にあり
ます。その理由の 1つは、継承は
簡単に実装できるのに対して、委
譲のコーディングは難しいことにあ
ります。委譲が継承と同じくらい簡
単であれば、おそらくもっと利用さ
れているでしょう。
Groovyではコンパイル時のメタ
プログラミングによって、委譲が非
常に使いやすくなっています。例
を確認します。リスト9の 2つのク
ラスはGroovyで記述されていま
すが、任意の JVM言語で記述で
きます。

Workerクラスにはworkという
メソッドが 1つあり、このメソッド
を呼び出すとメッセージが出力さ
れます。Analystクラスには 2つの
メソッドがあり、そのうち1つの名
前とシグネチャはWorkerクラスの
メソッドと同じです。
さらに、BossというGroovyクラ
スを作成します。ご想像のとおり、
このクラス自体は何も仕事をしま
せんが、仕事を委譲する方法を知っ
ている賢いクラスです（リスト
10）。
Bossクラス内では、まず@
DelegateアノテーションをWorker
クラスのインスタンスに付加しま
す。このアノテーションは、Bossク
ラス内にworkというメソッドを生
成し、そのメソッドでは単純に
worker インスタンスの同名メソッ
ドを呼び出すようにGroovyコンパ
イラに通知します。次に、もう一
度同じアノテーションを、今度は

javac PrintList.java
java PrintList

[Marlin, Gill, Greg, Deb, Bruce]

Marlin, Gill, Greg, Deb, Bruce,

Marlin, Gill, Greg, Deb, Bruce

すべてのリストのテキストをダウンロード

//Java
import java.util.*;

public class PrintList {
  public static void main(String[] args) {
    List<String> names = Arrays.asList(
       "Marlin", "Gill", "Greg", "Deb", "Bruce");

    System.out.println(names);
  }
}

リスト5         リスト6         リスト7         リスト8         リスト9         リスト10
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Analyst のインスタンスに付加しま
す。このアノテーションは、Analyst
クラスから、Bossクラスにまだ存
在しないメソッドを取り込むように
コンパイラに通知します。コンパ
イラは直前にworkメソッドを合成
しているため、Analystクラスの同
名メソッドは無視して、analyzeメ
ソッド用の委譲メソッドを生成しま
す。
この Bossクラスを以下のように
利用します。

この例では、Boss のインスタン
スを作成し、workメソッドと
analyzeメソッドを呼び出していま
す。このコードを実行する前に、
コンパイラの処理を確認します。
Workerクラス、Analystクラス、
Bossクラスと、Bossクラスを利用
するための上記のコードを、
delegate.groovyというファイル内
に保存します。次に、このファイル
を以下に示すようにgroovycコン
パイラでコンパイルします。これに
より、3つのクラスの Java バイト
コードが生成されます。

javapツールで Bossクラスのバ
イトコードをのぞいてみます。

javapツールの出力を調査すれ
ば、コンパイルされた Bossクラス
にworkというメソッドが含まれて
おり、このメソッドの実装では
workerインスタンスのworkメソッ
ドが呼び出されていることが分かり
ます。この出力の抜粋をリスト11
に示します。
同様に、analyzeメソッドでは、
analyst インスタンスの analyzeメ
ソッドが呼び出されています。 
以下のように、コマンドラインか
らdelegate.groovyファイルを実行
します。

このコードの出力は以下のよう
になります。

Groovy には、@Delegate のよう
に、コンパイル時に抽象構文ツリー
（AST）の変換を行うアノテーショ
ンが多数用意されています。AST
変換はコンパイル時に実行される
ため、この機能による実行時のオー
バーヘッドは発生しません。その
ため、実行時のパフォーマンスを
損なわずに利便性を実現できま
す。

パターン・マッチングの実行 
（Scala）
ファイルの内容やメッセージ・サー
ビスで受信したデータの内容を解
析しなければならないケースは多
くあります。筆者が気に入っている

Scala の機能の 1つに、パターン・
マッチングがあります。データの型
に基づいてアクションを実行する
だけではなく、選択した型の内容
を抽出するための簡潔な手法を利
用できます。リスト12の例を見て
みましょう。
processメソッドは任意のオブ
ジェクトを受け取ります（Scala の
AnyはJavaのObjectと同様です）。
このインスタンスのmatchメソッ
ドを呼び出し、case 文によって一
致の条件と処理を指定しています
最初の caseでは、String のインス
タンスを探します。この条件に一
致しない場合は、続く条件が順番
に確認されます。次はリテラルの

5を探し、これも一致しなければ
任意の Int 型インスタンスを探しま
す。 
次の caseでは、appleとpeach
という2つの要素で始まるリストを
探します。一致する場合は、リスト
内の残りの要素を fruits 変数に格
納して、mkString() メソッド（前述
の Java SE 8 の joiningメソッドに
相当するScala のメソッド）を利用
してカンマ区切り形式で出力しま
す。 
最後のcaseではXML形式のコー
ドを探して、greet 要素の子を解析
します。一致した case のそれぞれ
で、解析された内容の詳細に関す
るメッセージを出力します。

//Groovy
def boss = new Boss()
boss.work()
boss.analyze()

groovyc delegate.groovy

javap -c Boss.class

groovy delegation.groovy

working...
analyst analyzing...

すべてのリストのテキストをダウンロード

Compiled from "delegate.groovy"
public class Boss implements groovy.lang.GroovyObject {

...
  public void work();
    Code:
       0: aload_0
       1: getfield      #29                                                  // Field 
worker:LWorker;
       4: invokevirtual #45                                           // Method Worker.
work:()V
       7: aconst_null
       8: pop
       9: return
...

リスト11         リスト12
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余談ですが、リスト12では、
Scalaで XMLを第一級オブジェクト
としてどのように扱っているかが分
かります。正しい形式の任意の
XMLを Scala のコード内に直接配
置できます。また、Scala の式を
XML に埋め込んで、XML文書を
容易に生成できます。
この processメソッドにさまざま
な値を渡して呼び出してみます（リ
スト13）。
以下、先に出力内容を確認して
から、それぞれの呼出しについて
解説します。このコードを実行す
るためには、リスト12とリスト13
のコードをmatch.scalaというファ
イルに保存して、コマンドラインで
以下のコマンドを入力します。

リスト14に出力を示します。
引数にhelloを渡してprocess を
呼び出した場合は、型が一致する
最初の case が選択されました。
値5を渡した 2つ目の呼出しでは、
2つ目の case のリテラルと一致し
ました。一方、2を渡した場合は、
Int 型を条件とする3つ目の case
と一致しました。引数に List 型を
渡した場合は、リストを条件とする
4つ目の caseと一致し、grapesと
kiwi の値が fruits 変数に格納され
ました。 
さらに、XMLコードを渡した場
合は、最後の caseと一致し、
greet 要素の子であるhowdy が
msg 変数に格納されました。引数
に 2.2 を指定した最後の呼出しは、

その値や型に合うcase が存在しな
いため不一致と判定されました。
そのため、最後の呼出しでは
MatchErrorという実行時例外が発
生し、呼出し側で処理されました。
さまざまな型や値、あるいはそ
の両方との一致を確認するアプリ
ケーションでは、Scala のマッチン
グ機能を利用することで、値を簡
潔に比較し、処理することができ
ます。

XMLの容易な解析（Groovy）
Groovy の XmlSlurper は、Groovy
自体の動的な性質とあわせて、
XML文書の解析を容易にしてくれ
ます。サンプルの XML文書の
languages.xml（リスト15）を使用
して、この機能の感触をつかみま
しょう。
ルート要素の languages には、
languageという子要素が多数あり
ます。それぞれの子要素には、
name属性と子要素の author が含
まれます。リスト16のコードを使
用して、languages.xml の XML の
内容を解析し、各言語の名前と作
成者を出力します。
リスト16では、XmlSlurper のイ
ンスタンスを作成し、このインスタ
ンスのparseメソッドでlanguages.
xmlファイルを指定しています。
パーサーにより、ノード表現のイ
ンスタンスが作成されます。
languages.xml の既知の要素の名
称を利用することで、このオブジェ
クトのプロパティに動的にアクセス
できます。属性にアクセスする場

合は、属性名の前に@記号を付
けます（例：@name）。 
このコードを実行して、以下のよ
うに出力されることを確認します。

要素に対する単純な反復処理の
ほかにも、強力なフィルタ操作や
検索操作を適用して、必要な文書
内容や文書の一部を抽出できま

す。

XML 文書の生成（Groovy）
前項では、Groovyで XML 文書を
解析する方法を確認しました。
Groovyでは、メモリ内のデータ（ま
たはファイルやデータベースから
読み取ったデータ）からXML文書
を作成することも簡単です。サン
プル・データで言語と作成者のハッ
シュマップを作成し、先ほど利用し
た languages.xmlファイルを生成
するコードを作成します。
リスト17では、言語をキー、対
応する作成者を値としたハッシュ

scala match.scala

Languages and authors:
C++              Stroustrup
Java              Gosling
Scala            Odersky
Ruby            Matz
Lisp              McCarthy

//Scala
process("hello")
process(5)
process(2)
process(List("apple", "peach", "grapes", "kiwi"))
process(<greet>howdy</greet>)
try {
  process(2.2)
} catch {
  case ex : MatchError => println(s"Error: $ex")
}

リスト13         リスト14         リスト15         リスト16         リスト17
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マップを langs 参照に格納します。
このコードによりgroovy.xml.
MarkupBuilder のインスタンスが
作成されます。このインスタンスの
参照をbuilder変数に格納します。 
MarkupBuilder は XML 文書を作
成するための流れるようなインタ
フェースを提供しており、その構文
はドメイン固有言語（DSL）に似
ています。MarkupBuilder のイン
スタンスでプロパティを呼び出した
際、そのプロパティを
MarkupBuilder が認識できない場
合は、要素を参照しているものと
見なされます。プロパティは、コー
ドの波括弧（{）と同じレベルに位
置するXML要素になります。XML
要素の属性はメソッドの引数と同
じように指定できます。たとえば、
language (name: key) は、
languageという要素の nameとい
う属性を定義しています。XML文
書内では、key 変数の値が name
属性の値に置き換えられます。
このコード（リスト17）の出力は、
先ほどの解析の例で入力として利
用した languages.xmlファイルの
内容と同じになります。
Groovy のほかにも、Scala によっ
てXML 文書を流れるように作成す
ることもできます。Scala は XML
を第一級オブジェクトとして扱って
おり、Scala の式をXML 文の中に
埋め込むことができるためです。

操作内容の分かりやすいコードの
作成 
（Groovy）

前項では、MarkupBuilder の流れ
るような表現を確認しました。
Groovy のメタプログラミングを利
用すれば、特殊なメソッドをクラ
スにインジェクションすることで、
操作内容の分かりやすい流れるよ
うなコードを作成できます。たとえ
ば、2.days.ago のようなコードを
非常に簡単に実行できるようにな
ります。一連のクラスやメソッドを
作成して、この 2.days.ago の例を
確認していきます（リスト18）。
DateUtilクラスには getAgoとい
うメソッドがあります。このメソッ
ドは、now（現在）からnumber
の日数分前の LocalDateTimeイン
スタンスを返します。numberプロ
パティは、コンストラクタで初期化
します。このDateUtilクラス自体は、
開発者が使い慣れている標準的な
クラスですが、このソリューション
の肝は、その後に続くコードです。
Groovyでは、特殊なmetaClass
プロパティを使用してメソッドをク
ラスにインジェクションできます。
リスト18の Integer.metaClass.
getDays が、getDaysメソッドを
java.lang.Integerクラスにインジェ
クションしている部分です。このメ
ソッドの実装にはクロージャ（ラム
ダ式）を使用しています。この実
装では、DateUtil の新しいインス
タンスを作成し、そのコンストラク
タ引数に現在の Integer オブジェク
ト（delegateプロパティで表現）
を指定しています。
最後に、作成した機能を利用し
ます。getDays や getAgo などの

メソッドを呼び出す代わりに、
Groovy の JavaBeans 機能によっ
て、コード例の最終行のように
days や agoなどの対応するプロパ
ティ名を利用できます。
このコードを実行して、今日の 2
日前の日付が出力されることを確
認してください。

深い再帰処理（Scala）
再帰的な手法によりソリューション
を下位の問題に適用することで、
問題を解決できる場合があります。
まず、リスト19の Scala による小
さなサンプルを確認し、この手法
ではやがて発生する問題について
考察します。
リスト19の factorial() メソッドで

は再帰処理により、指定した数値
の階乗を計算します。小さな正の
数を引数に渡した場合は、正確な
結果が生成されます。しかし、大
きな値を渡した場合は
StackOverflowError が発生します。
このエラーが発生するのは、再帰
的呼出しで実行される最後の操作
が乗算であるためです。この最後
の操作があるため、後続の再帰的
呼出しの結果が出るまでメソッド
が待つ間、中間結果をスタック上
に保持しておく必要があります。
この問題は、末尾呼出しの最適
化と呼ばれる特殊なテクニックに
よって回避できます。末尾呼出しと
は、メソッド内の最後の呼出しが
そのメソッド自体の呼出しである

//Groovy
import java.time.*

class DateUtil {
  int number

  DateUtil(aNumber) { number = aNumber }

  def getAgo() {
    LocalDateTime.now().minusDays(number)
  }
}

Integer.metaClass.getDays = { -> return new DateUtil(delegate) }

println 2.days.ago

リスト18         リスト19
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場合を指します。つまり、リスト
19であれば、最後の操作が乗算
ではなくfactorialメソッドの呼出し
となるようにコードを手直しできま
す。この手直しによって、単純な
再帰処理が末尾再帰の形式に変わ
ります。
ただし、いかなる言語でも、再
帰処理を末尾呼出しに変換するだ
けでは問題は解決しません。言語
のコンパイラやライブラリで、求め
られる効果が得られるような末尾
呼出しの最適化がサポートされて
いる必要があります。幸いにも、
Scala や Clojure などの言語では末
尾呼出しの最適化がコンパイルで
サポートされています。Scala では
さらに、特殊なアノテー
ションを使用して、コン
パイル時に末尾再帰形
式でない場合はエラー
にすることができます。
コードを末尾再帰形式
に変換すると、リスト20
のようになります。
この新しいバージョン
では、factorial メソッド
のパラメータが 2つに
なっており、fact パラ
メータには階乗の中間
結果を指定し、number
には階乗の計算を行う
必要のある数値を指定
します。リスト19のコー
ドとは異なり、リスト20
の最後の操作は乗算で
はありません。fact に格
納された中間結果と現

在の number を乗算して、その結
果を factorial メソッドの引数に渡
しています。再帰処理を続行する
必要がある場合には、この再帰的
呼出しがメソッドの最後の操作と
なります。
コンパイル時には、tailrecアノ
テーションによって、このメソッド
が末尾再帰形式であることが保証
されます。コンパイラはこの再帰
処理を単純な反復処理に変換する
ことで、コードを内部的に最適化
します。入力パラメータの値が大
きい場合でも、このコードでスタッ
ク・オーバーフローが発生するこ
とはありません。
この手法を覚えておけば、再帰

的アルゴリズムを利用
し、入力値のサイズが
大きいアプリケーション
を開発する場合に、末
尾呼出しの最適化の効
果が得られます。

リソースの確実なクリー
ンアップ 
（Java）
Javaでラムダ式が導入
されたことで、
Smalltalk の時代からあ
る古き良きパターンの
一部をJavaで利用でき
るようになりました。そ
の 1つが、Execute 
Around Methodパター
ンです。このパターン
は、対となる操作をあ
るコードの前後で確実

に実行したい場合に便利です。以
下、この問題について解説した後
に、このパターンが優れた選択肢
である理由を確認します。
大量の外部リソースを利用する
オブジェクトを確実にクリーンアッ
プしたい場合を考えます。Java SE 
7 には、try-with-resourcesという
特殊な言語機能があります。この
機能は、自動リソース管理（ARM）
とも呼ばれます。この機能を例に
問題を確認した後、代替的なソ
リューションを見ていきます。
リスト21に、Java SE 7 の ARM
機能を利用するResourceARMク
ラスを示します。
try-with-resources機能を利用す
るクラスは、AutoCloseable インタ
フェースを実装している必要があり
ます。ResourceARMクラスはこの
AutoCloseable インタフェースと、
リソースをアクティブにクリーン
アップする必須の closeメソッドを
実装しています。このクラスの利用

例を確認します。
リスト22では、特殊な形式の
tryでインスタンス作成を行ってい
ます。この形式を利用すれば、
finallyブロックはコンパイラによっ
て合成されるため記述する必要が
なくなり、煩雑なコードが大幅に
削減されます。合成された finally
ブロックでは、try 文で作成したイ
ンスタンスの closeメソッドが自動
的に呼び出されます。
ARMのメリットは次の 2つです。
まず、finallyブロックの記述が不
要になるためコード量が減少しま
す。次に、tryブロックの最後にリ
ソースのクリーンアップが確実に実
行されます。この try-with-
resources機能は、このようにクリー
ンアップを確実に実行する必要が
ある場合に便利です。
一方、この機能には欠点もあり
ます。この形式の tryブロックを利
用しなければならないことです。
ARMは示唆的な機能であり、正し

すべてのリストのテキストをダウンロード

//Scala
@scala.annotation.tailrec
def factorial(fact: BigInt, number: Int) : BigInt = {
  if(number == 1)
    fact
  else
    factorial(fact * number, number - 1)
}

リスト20         リスト21         リスト22

調査を進める
利用する言語
の構文だけで
はなく、ライブ
ラリや重要な
機能を調査す
ることで、そ
の言語を活用
してさまざま
な定型処理を
もっと容易に
実行できるよう
になります。
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い方法を強制するものではありま
せん。
「利用とクリーンアップ」を伴う
明確なコード・ブロックを記述す
る場合には、Java SE 8 のラムダ式
とExecute Around Methodパター
ンを取り入れることができます。こ
の手法のコード例を作成していき
ます（リスト23）。
リスト23の Resourceクラスはリ
スト22の ResourceARMクラスと
よく似ていますが、AutoCloseable
インタフェースは実装していませ
ん。コンストラクタとcloseメソッ
ドをprivateとして宣言し、クラス
の利用側がインスタンスの作成や
クリーンアップ・コードの呼出しを
直接行えないようにしています。ま
た、Java SE 8 の新しい Consumer
インタフェースのインスタンスをパ
ラメータにとる、staticな useメソッ
ドを用意しています
この useメソッドでは、
Resourceのインスタンスを作成し、
tryとfinally で囲まれた安全なブ
ロックの中で、このリソースのイン

スタンスを
Consumer の
acceptメソッドに
渡しています。
この useメソッ
ドが実装している
のが、Execute 
Around Method
パターンです。こ
のメソッドは、
accept の呼出し
時にいかなる操作

が実行される場合でも、その前後
で適切な作成操作とクリーンアッ
プ操作を実行します。
Java SE 8では、単一の抽象メソッ
ドを含むインタフェースの場合はイ
ンスタンスを作成する必要はなく、
代わりにラムダ式を利用できます。
Resource を利用するコードは以下
のようになります。

このコードでは、Resource の
useメソッドを呼び出して、引数に
ラムダ式を渡しています。このラム
ダ式では、useメソッド内から渡さ
れた Resource のインスタンスを受
け取り、この resource を利用して、
op1() などのメソッドを呼び出しま
す。制御がラムダ式からuseメソッ
ドに戻るときに、クリーンアップ操
作が実行されます。
コンストラクタをprivateとして
マークしているため、Resourceク
ラスを利用するプログラマは、こ
のパターンを利用せざるを得ませ
ん。ARM機能とは異なり、前後の
操作を確実に実行する必要があり、
インスタンスの利用を強制する必
要があり、その利用方法を限定的
とする必要がある場合は、Execute 
Around Method パターンが便利
です。

まとめ
単純な処理は単純に保つべきで
す。JVMでは高機能の言語を利用
できるため、多数の定型処理に取
り組みやすくなりました。本記事で
は、10 種類の処理について、3種
類の言語（Java SE 8、Scala、
Groovy）の機能を利用して簡易化
する方法を確認しました。 
ある言語では困難な処理が、本
記事で確認したように、特殊な機
能やライブラリ、あるいは特殊な
プログラミング構造を持つ別の言
語では非常に簡単に実行できると
いうこともあります。今回取り上げ
た言語にはいずれも、本記事の
10 種類の処理をはるかに超える処

理に対して有効な機能が備わって
います。利用する言語の構文だけ
ではなく、ライブラリや重要な機
能を調査することで、その言語を
活用してさまざまな定型処理を
もっと容易に実行できるようになり
ます。</article>

    //Java
    Resource.use(resource -> {
      resource.op1();
      resource.op2();
    });

LEARN MORE
• Java SE 8
• Groovy
• Scala

すべてのリストのテキストをダウンロード

//Java
import java.util.function.Consumer;

public class Resource {
  private Resource() { System.out.println("Resource created..."); }
  public void op1() { System.out.println("op1"); }
  public void op2() { System.out.println("op2"); }
  private void close() { System.out.println("cleanup logic goes here..."); }

  public static void use(Consumer<Resource> block) {
    Resource resource = new Resource();
    try {
      block.accept(resource);
    } finally {
      resource.close();
    }
  }
}

リスト23         
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